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(57)【要約】
　長時間の使用においても防曇性や防汚性に優れた内視
鏡用フードが提供される。内視鏡用フード（１）は、内
視鏡（１００）の挿入側端部（１００Ｅ）に被着するよ
うに構成されており、略円筒形状の外装部（２）と、外
装部（２）の内側面に周接した円盤部（３）とを具備し
ており、外装部（２）及び円盤部（３）は、一体に又は
各々別々に成形されており、ハイドロゲル製である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の挿入側端部に装着される内視鏡用フードであって、
　筒形状の外装部と、
　前記外装部の内側面に接して設けられた円盤部とを具備しており、
　前記外装部及び前記円盤部は、一体に又は各々別々に成形されており、
　少なくとも前記円盤部はハイドロゲル製であることを特徴とする内視鏡用フード。
【請求項２】
　前記外装部及び前記円盤部は、同一の素材によって形成されていることを特徴とする請
求項１に記載の内視鏡用フード。
【請求項３】
　前記外装部の含水率及び前記円盤部の含水率は、それぞれ２０～７０重量％であること
を特徴とする請求項１又は２に記載の内視鏡用フード。
【請求項４】
　前記外装部及び前記円盤部は、各々別々に成形されており、
　前記外装部及び前記円盤部は、各々異なる素材によって形成されていることを特徴とす
る請求項１に記載の内視鏡用フード。
【請求項５】
　前記外装部及び前記円盤部は、各々別々に成形されており、
　前記外装部の含水率は、２０～７０重量％であり、
　前記円盤部の含水率は、前記外装部の含水率よりも大きいことを特徴とする請求項１又
は４に記載の内視鏡用フード。
【請求項６】
　前記外装部の厚みは、０.１～１.０ｍｍであり、
　前記円盤部の厚みは、０.０１～０.５ｍｍであることを特徴とする請求項１～５のいず
れか一項に記載の内視鏡用フード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の挿入側端部に装着する内視鏡用フードに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡では、複数の貫通孔が長手方向に形成されており、それらの貫通孔に視界確保用
のカメラレンズや照明レンズが配されている。
【０００３】
　内視鏡を用いた手術や検査においては、内視鏡の先端部（挿入側端部）から生体組織ま
での至適距離の確認及び視野の確保を目的として、内視鏡の先端部に透明なフードが装着
される。ここで、かかるフードは、ＡＢＳ（アクリロニトリル・ブタジエン・スチレン）
やポリカーボネートや塩化ビニル等によって形成されており、近年では、生体組織の損傷
を防ぐことを目的として、シリコーンゴム等により形成されている。
【０００４】
　しかしながら、かかるフードは、内視鏡の先端部から生体組織までの至適距離の確認及
び視野の確保を目的として装着されるものであり、カメラレンズや照明レンズの部分は、
被覆されていないため、フードを装着した内視鏡を用いた検査や手術において、体液や油
脂が付着し、視界が不鮮明になるという課題を有していた。
【０００５】
　そこで、カメラレンズや照明レンズの耐汚染性を目的として、上述のレンズの部分も被
覆可能なフードを形成し、更に、防曇処理を施したフード（特許文献１や特許文献２参照
）や、親水性コーティングを備えたフード（特許文献３や特許文献４参照）等が開示され
ている。さらには、内視鏡に液体噴霧機構を具備し、レンズ部分を洗浄する技術（特許文
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献５を参照）も開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１１-０４７０８１号公報
【特許文献２】特開２００４-２６７５８３号公報
【特許文献３】特開２００７-１５１６８５号公報
【特許文献４】特開２００９-２１３６３１号公報
【特許文献５】特開２００９-２４０５９６号公報
【発明の概要】
【０００７】
　しかしながら、内視鏡用フードやレンズは、親油性の高い素材で形成されていることか
ら、体液や油脂との親和性が極めて高く、付着した体液や油脂を除去しきれないという問
題点があった。
【０００８】
　ここで、特許文献１～５に記載の防曇防汚技術では、かかる問題点に対する効果が十分
とは言えない。内視鏡用のフードやレンズにおける曇りや汚染が著しい場合は、一度、手
術や検査を中断し、内視鏡を抜き取り、汚染を除去した後、再度、内視鏡の挿入を行わな
ければならず、操作の長時間化や、再挿入による患者の負担が大きいという問題点があっ
た。
【０００９】
　そこで、防曇性や防汚性に優れた内視鏡用フードを提供することが望まれる。
【００１０】
　第１の特徴は、内視鏡の挿入側端部に被着する内視鏡用フードであって、略円筒形状の
外装部と、前記外装部の内側面に周接した円盤部とを具備しており、前記外装部及び前記
円盤部は、一体に成形されており、ハイドロゲル製であることを要旨とする。
【００１１】
　第２の特徴は、内視鏡の挿入側端部に被着する内視鏡用フードであって、略円筒形状の
外装部と、前記外装部の内側面に周接した円盤部とを具備しており、前記外装部及び前記
円盤部は、各々別々に成形されており、ハイドロゲル製であることを要旨とする。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、第１の実施形態に係る内視鏡用フード１の断面図及び平面図の一例であ
る。
【図２】図２は、第１の実施形態に係る内視鏡用フード１が内視鏡１００に被着された状
態の一例を示す図である。
【図３】図３は、第２の実施形態に係る内視鏡用フード１の断面図及び平面図の一例であ
る。
【図４】図４は、実施例について説明するための図である。
【図５】図５は、実施例について説明するための図である。
【図６】図６は、実施例について説明するための図である。
【図７】図７は、実施例について説明するための図である。
【図８】図８は、実施例について説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、適宜図面を参照しながら、実施の形態を詳細に説明する。但し、必要以上に詳細
な説明は省略する場合がある。例えば、既によく知られた事項の詳細説明や実質的に同一
の構成に対する重複説明を省略する場合がある。これは、以下の説明が不必要に冗長にな
るのを避け、当業者の理解を容易にするためである。
【００１４】
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　なお、発明者は、当業者が本開示を十分に理解するために添付図面及び以下の説明を提
供するのであって、これらによって特許請求の範囲に記載の主題を限定することを意図す
るものではない。
【００１５】
（第１の実施形態）
　以下、図１及び図２を参照して、第１の実施形態に係る内視鏡用フード１について説明
する。図１（Ａ）は、本実施形態に係る内視鏡用フード１の断面図の一例を示す図であり
、図１（Ｂ）は、本実施形態に係る内視鏡用フード１の平面図の一例を示す図であり、図
２は、本実施形態に係る内視鏡用フード１が内視鏡１００に被着された状態の一例を示す
図である。
【００１６】
　図１及び図２に示すように、本実施形態に係る内視鏡用フード１は、外装部２と、円盤
部３とを具備している。ここで、図２に示すように、内視鏡用フード１は、内視鏡１００
の挿入側端部（先端部）１００Ｅに装着するように構成されている。
【００１７】
　外装部２は、内視鏡用フード１の本体部となり、略円筒形状を呈する。外装部２は、内
側面において内視鏡１００の外側面に接し、内視鏡用フード１を内視鏡に固定するように
構成されている。
【００１８】
　外装部２は、図１に示すように、円盤部３を境界として、生体組織までの至適距離及び
視野を確保するための先端部４と、内視鏡用フード１を内視鏡１００に固定するための装
着部５とに分けられる。外装部２の内径ｆは、使用する内視鏡１００に合わせ適宜設計さ
れ得る。
【００１９】
　先端部４の長さａは、至適距離と視野を確保できる長さであれば特に限定されず、１～
１０ｍｍが好ましく、２～５ｍｍがより好ましい。１０ｍｍを超過すると、カメラレンズ
への先端部４の写り込みが大きくなり、視野が狭まるため好ましくない。
【００２０】
　また、先端部４は、内視鏡１００を奥部へ挿入する際に、生体組織を押し分けるための
機能も有するため、生体組織を損傷することがない程度の柔軟性と強度が必要であること
から、先端部４の厚みｃは、０.１～１.０ｍｍが好ましく、０.３～０.５ｍｍがより好ま
しい。
【００２１】
　装着部５の長さｂは、内視鏡用フード１を内視鏡１００に固定するのに十分な長さであ
れば特に限定されず、５～２０ｍｍが好ましく、１０～１５ｍｍがより好ましい。また、
装着部５の厚みｄは、０.１～１.０ｍｍが好ましく、０.３～０.５ｍｍがより好ましい。
【００２２】
　円盤部３は、円盤形状を呈し、外装部２の内側面に周接して設けられる。円盤部３は、
略平面に形成されており、円盤部３の厚みｅは、０.０１～１.０ｍｍが好ましく、０.０
５～０.７ｍｍがより好ましく、０.１～０.５ｍｍが最も好ましい。円盤部３の厚みｅは
、１.０ｍｍを超過すると、カメラレンズを介して得られる視野に悪影響を及ぼす。また
、円盤部３の厚みｅは、０.０１ｍｍよりも小さい場合、円盤部３の強度が低くなり、使
用時の破損が生じることが懸念されるため好ましくない。
【００２３】
　円盤部３は、鉗子の出入り口となる鉗子口６と、円盤部を洗浄するための送水部の出口
となる送水口７とを備え、外装部２の中間において内側面に接し、かつ、内視鏡１００の
挿入側端部１００Ｅに装着して用いるように構成されている。
【００２４】
　また、図１及び図２に示すように、本実施形態に係る内視鏡用フード１では、外装部２
及び円盤部３は、一体に成形されている。かかる場合、外装部２及び円盤部３は、同一の
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素材によって形成されていてもよい。
【００２５】
　また、本実施形態に係る内視鏡用フード１は、ハイドロゲル製である。ハイドロゲルと
しては、親水性モノマーのみを用いて形成されたハイドロゲルや、親水性モノマーに疎水
性モノマー若しくは架橋性モノマー又はその両方を添加して形成されたハイドロゲル等が
挙げられる。
【００２６】
　親水性モノマーは、ハイドロゲルの含水率に対して寄与し、疎水性モノマーは、ハイド
ロゲルの含水率や膨潤率の調整作用に対して寄与し、得られる内視鏡用フード１の濡れ性
や柔軟性に対して影響を与える。
【００２７】
　また、架橋性モノマーは、その含有量によって、ハイドロゲルの高分子鎖の密度を制御
することが可能となり、ハイドロゲルに機械的強度や形状安定性や耐溶剤性を付与するこ
とができる。
【００２８】
　ハイドロゲルの含水率（含水率（重量％）＝〔（Ｗ－Ｄ）/Ｗ〕×１００（Ｗ：含水重
量、Ｄ：乾燥重量））は、成形可能であれば特に限定されないが、例えば、２０～７０重
量％とすることができる。また、必要に応じて、適宜含水率を選択することができる。
【００２９】
　例えば、外装部２の含水率及び円盤部３の含水率は、それぞれ２０～７０重量％であっ
てもよい。
【００３０】
　親水性モノマーとしては、１以上の親水基を分子内に有するものが好ましく、例えば、
２-ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２-ヒドロキシメチル（メタ）アクリレート
、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、グリセロール（メタ）アクリレート、アク
リルアミド、Ｎ，Ｎ-ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ-ジエチル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ-ビニルピロリドン、ダイアセトンアクリルアミド、Ｎ-ビニルアセトアミド
、（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリルオキシエチルコハク酸、イタコン酸、メタクリ
ルアミドプロピルトリアンモニウムクロライド、２，３-ジヒドロキシプロピル（メタ）
アクリレート等が挙げられ、これらの中から親水性モノマーを２種以上組み合わせて用い
てもよい。
【００３１】
　上述の親水性モノマーの中でも、２-ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ-
ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ-ビニルピロリドンが、取扱い性の観点から好まし
く用いられる。
【００３２】
　親水性モノマーの配合率は、特に限定されないが、得られる内視鏡用フード１の含水率
に影響を及ぼすことから、全重合成分中の５０重量％以上であることが好ましい。親水性
モノマーの配合率が５０重量％未満の場合、十分な含水率を有する内視鏡用フード１が得
られないことから、内視鏡用フード１の防汚性や防曇性が低下することが懸念されるため
好ましくない。
【００３３】
　疎水性モノマーとしては、例えば、シロキサニル（メタ）アクリレート、トリフルオロ
エチル（メタ）アクリレート、メタクリルアミド、シクロヘキシル（メタ）アクリレート
、ノルマルブチル（メタ）アクリレート等が挙げられ、これらの中から疎水性モノマーを
２種以上組み合わせて用いてもよい。
【００３４】
　疎水性モノマーは、配合量に応じて得られる内視鏡用フード１の含水性を変化させるこ
とができる。ところが、疎水性モノマーの配合率が高いと含水性が極端に低下し、得られ
る内視鏡用フード１の柔軟性が低下することから、例えば、モノマー総量に対して３０重
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量％未満であることが好ましい。
【００３５】
　架橋性モノマーとしては、例えば、エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、メチ
レンビスアクリルアミド、２-ヒドロキシ-１，３-ジメタクリロキシプロパン、トリメチ
ロールプロパントリアクリレート等が挙げられ、これらの中から２種以上組み合わせて用
いてもよい。
【００３６】
　架橋性モノマーの配合量は、得られる内視鏡用フード１の形状調節効果の観点から、モ
ノマー総量に対して０.１～１０重量％が好ましい。０.１重量％未満の場合は、内視鏡用
フード１の網目構造が不足し、１０重量％を超えると逆に網目構造が過剰となり、内視鏡
用フード１が脆くなり、かつ、柔軟性が低下する。
【００３７】
　上述のモノマーの混合物を重合させる際に使用する重合開始剤としては、一般的なラジ
カル重合開始剤であるラウロイルパーオキサイド、クメンハイドロパーオキサイド、ベン
ゾイルパーオキサイド等の過酸化物や、アゾビスバレロニトリル、アゾビスイソブチロニ
トリル等が挙げられる。重合開始剤の添加量は、モノマー総量に対して１０～３５００ｐ
ｐｍ程度が好ましい。
【００３８】
　本実施形態に係る内視鏡用フード１は、上述のモノマーを単一で或いは複数を混合した
後、所望の形状に形成するものであり、単一の材料において形成される。
【００３９】
　ポリマーを得る工程として、構成成分であるモノマーを混合して得られるモノマー混合
液を金属やガラスやプラスチック等の成形型に入れて密閉し、恒温槽等で段階的又は連続
的に２５～１２０℃の範囲で昇温し、５～１２０時間で共重合反応を完了させることによ
りポリマーを含む成形型を得ることができる。重合に関しては、紫外線や電子線やガンマ
線等を用いることが可能である。
【００４０】
　ハイドロゲルを得る工程として、重合終了後の成形型を室温に冷却し、成形型に入って
いるポリマーを成形型から剥離し、必要に応じて、切削、研磨した後に、ポリマーを水和
膨潤させてハイドロゲルとする。使用する液体（膨潤液）としては、例えば、水、生理食
塩水、等張性緩衝液及びこれらにエタノール等の有機溶媒を混合した溶液等が挙げられる
がこれらに限定されない。膨潤液を６０～１００℃に加温し、ポリマーを一定時間膨潤液
に浸漬させて膨潤状態とする。また、膨潤処理時にポリマーに付着する未反応のモノマー
を除去することが好ましい。得られたハイドロゲルは、生理食塩水等の膨潤液に浸漬した
状態で、１１０～１３０℃、１０～６０分間の高圧蒸気滅菌に供することにより定形化す
ることができる。
【００４１】
　本実施形態に係る内視鏡用フード１によれば、防曇性や防汚性に優れることから、手術
や検査時において、レンズ部分に付着した体液や油脂を内視鏡１００に供えた送水機構か
ら噴出される水により容易に除去することが可能であり、さらには、曇りも抑止すること
が可能になる。そのため、長時間に渡る手術や検査においても、レンズ部の汚染や曇りを
除去するための内視鏡１００の抜き取りが不要なことから、手術や検査の短時間化や、患
者の負担軽減が可能になる。
【００４２】
（第２の実施形態）
　以下、図３を参照して、第２の実施形態に係る内視鏡用フード１について、上述の第１
の実施形態に係る内視鏡用フード１との相違点に着目して説明する。
【００４３】
　本実施形態に係る内視鏡用フード１では、図３に示すように、外装部２及び円盤部３は
、各々別々に成形されている。外装部２及び円盤部３は、組み合わされて内視鏡１００の



(7) JP WO2019/026473 A1 2019.2.7

10

20

30

40

50

挿入側端部（先端部）１００Ｅに装着するように構成されている。
【００４４】
　ここで、本実施形態に係る内視鏡用フード１では、外装部２及び円盤部３は、各々異な
る素材によって形成されていてもよい。
【００４５】
　かかる場合、外装部２の含水率は、２０～７０重量％であり、円盤部３の含水率は、外
装部２の含水率よりも大きくなるように構成されていてもよい。かかる構成によれば、よ
り効果的に防曇性と防汚性を発現することができる。
【００４６】
　また、本実施形態に係る内視鏡用フード１では、円盤部３を内視鏡１００の挿入側端部
１００Ｅに固定するための押さえ込み性及び内視鏡用フード１の固定性の観点から、先端
部４の厚みｃに対して、５０～９５％の範囲で形成されることが好ましい。
【００４７】
（その他の実施形態）
　上述のように、本発明について、上述した実施形態によって説明したが、かかる実施形
態における開示の一部をなす論述及び図面は、本発明を限定するものであると理解すべき
ではない。かかる開示から当業者には様々な代替実施形態、実施例及び運用技術が明らか
となろう。
【００４８】
（実施例）
　以下、図４～図８を参照して、実施例により、本発明について、さらに詳細に説明する
が、本発明は、これらの実施例に限定されるものではない。
【００４９】
（実施例１に係る内視鏡用フード１の作製）
　親水性モノマーとして２-ヒドロキシエチルメタクリレート９９ｇ、架橋性モノマーと
してエチレングリコールジメタクリレート１ｇ、重合開始剤として２，２'-アゾビスイソ
ブチロニトリル０.１５ｇを混合した後、膨潤後に、表１に示す内視鏡用フード１の構造
になるように予め設計された成形型中で加熱重合を行った（窒素雰囲気下、室温～１００
℃に昇温、４０時間）。得られた膨潤前の共重合体を生理食塩水中で６０℃、３０分間加
熱することで膨潤させ、高圧蒸気滅菌を施して、実施例１に係る内視鏡用フード１とした
。
【００５０】
（実施例２に係る内視鏡用フード１の作製）
　親水性モノマーとしてＮ-ビニルピロリドン９９ｇ、架橋性モノマーとしてエチレング
リコールジメタクリレート１ｇ、重合開始剤として２，２'-アゾビスイソブチロニトリル
０.１５ｇを混合した後、膨潤後に、表１に示す内視鏡用フード１の構造になるように予
め設計された成形型中で加熱重合を行った（窒素雰囲気下、室温～１００℃に昇温、４０
時間）。得られた膨潤前の共重合体を生理食塩水中で６０℃、３０分間加熱することで膨
潤させ、高圧蒸気滅菌を施して、実施例２に係る内視鏡用フード２とした。
【００５１】
（実施例３に係る内視鏡用フード１の作製）
　まず、親水性モノマーとして２-ヒドロキシエチルメタクリレート９９ｇ、架橋性モノ
マーとしてエチレングリコールジメタクリレート１ｇ、重合開始剤として２，２'-アゾビ
スイソブチロニトリル０.１５ｇを混合した後、膨潤後に、表１に示す外装部２の構造に
なるように予め設計された成形型中で加熱重合を行った（窒素雰囲気下、室温～１０℃に
昇温、４０時間）。
【００５２】
　次いで、親水性モノマーとしてＮ，Ｎ-ジメチル（メタ）アクリルアミド６４ｇ及び２-
ヒドロキシエチルメタクリレート３５ｇ、架橋性モノマーとしてエチレングリコールジメ
タクリレート１ｇ、重合開始剤として２，２'-アゾビスイソブチロニトリル０.１５ｇを
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混合した後、膨潤後に、表１に示す円盤部３の構造になるように予め設計された成形型中
で加熱重合を行った（窒素雰囲気下、室温～１００℃に昇温、４０時間）。得られた膨潤
前の外装部２の形状及び円盤部３の形状の共重合体を生理食塩水中で６０℃、３０分間加
熱することで膨潤させ、高圧蒸気滅菌を施して、実施例３に係る内視鏡用フード１とした
。
【００５３】
（実施例４に係る内視鏡用フード１の作製）
　まず、親水性モノマーとして２-ヒドロキシエチルメタクリレート９９ｇ、架橋性モノ
マーとしてエチレングリコールジメタクリレート１ｇ、重合開始剤として２，２'-アゾビ
スイソブチロニトリル０.１５ｇを混合した後、膨潤後に、表１に示す外装部２の構造に
なるように予め設計された成形型中で加熱重合を行った（窒素雰囲気下、室温～１００℃
に昇温、４０時間）。
【００５４】
　次いで、親水性モノマーとしてＮ-ビニルピロリドン６０ｇ及び２-ヒドロキシエチルメ
タクリレート３６ｇ、架橋性モノマーとしてエチレングリコールジメタクリレート１ｇ、
重合開始剤として２，２'-アゾビスイソブチロニトリル０.１５ｇを混合した後、膨潤後
に、表１に示す円盤部３の構造になるように予め設計された成形型中で加熱重合を行った
（窒素雰囲気下、室温～１００℃に昇温、４０時間）。得られた膨潤前の外装部２の形状
及び円盤部３の形状の共重合体を生理食塩水中で６０℃、３０分間加熱することで膨潤さ
せ、高圧蒸気滅菌を施して、実施例４に係る内視鏡用フード１とした。
【００５５】
［防曇性、防汚性の評価］
［実施例１～４、比較例１］
　実施例１～４については、上述のように形成した実施例１～４に係る内視鏡用フード１
を市販の内視鏡１００の挿入側端部１００Ｅにそれぞれ被着し、比較例１については、円
盤部３に市販の曇り止め材を塗布した市販の内視鏡用フードを被着した。ここで、比較例
１に係る市販の内視鏡用フードは、株式会社トップ製の「エラスティック・タッチ」であ
り、ポリ塩化ビニルにより構成されている。また、比較例１に係る市販の曇り止め材は、
ナガセ医薬品株式会社製の「クリアッシュ」であり、非イオン性界面活性剤により構成さ
れている。
【００５６】
　次いで、実施例１～４及び比較例１の円盤部３に豚脂を綿棒を用いて塗布し、送水機構
から室温の水を１０秒間噴出した後、以下に示す条件に従い、防曇性及び防汚性を評価し
た。
【００５７】
　図４（Ａ）は、実施例１に係る内視鏡用フード１の円盤部３において豚脂を塗布する前
の状態を示し、図４（Ｂ）は、実施例１に係る内視鏡用フード１の円盤部３において豚脂
を塗布した後の状態を示し、図４（Ｃ）は、実施例１に係る内視鏡用フード１の円盤部３
において噴出した水によって洗われた後の状態を示す。
【００５８】
　図５（Ａ）は、実施例２に係る内視鏡用フード１の円盤部３において豚脂を塗布する前
の状態を示し、図５（Ｂ）は、実施例２に係る内視鏡用フード１の円盤部３において豚脂
を塗布した後の状態を示し、図５（Ｃ）は、実施例２に係る内視鏡用フード１の円盤部３
において噴出した水によって洗われた後の状態を示す。
【００５９】
　図６（Ａ）は、実施例３に係る内視鏡用フード１の円盤部３において豚脂を塗布する前
の状態を示し、図６（Ｂ）は、実施例３に係る内視鏡用フード１の円盤部３において豚脂
を塗布した後の状態を示し、図６（Ｃ）は、実施例３に係る内視鏡用フード１の円盤部３
において噴出した水によって洗われた後の状態を示す。
【００６０】
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　図７（Ａ）は、実施例４に係る内視鏡用フード１の円盤部３において豚脂を塗布する前
の状態を示し、図７（Ｂ）は、実施例４に係る内視鏡用フード１の円盤部３において豚脂
を塗布した後の状態を示し、図７（Ｃ）は、実施例４に係る内視鏡用フード１の円盤部３
において噴出した水によって洗われた後の状態を示す。
【００６１】
　図８（Ａ）は、比較例１に係る内視鏡用フード１の円盤部３において豚脂を塗布する前
の状態を示し、図８（Ｂ）は、比較例１に係る内視鏡用フード１の円盤部３において豚脂
を塗布した後の状態を示し、図８（Ｃ）は、比較例１に係る内視鏡用フード１の円盤部３
において噴出した水によって洗われた後の状態を示す。なお、表１に示す記号、「◎」、
「○」及び「×」は、以下の評価結果を示している。
　◎：レンズ部分に豚脂の付着がない。
　○：レンズ部分に豚脂の付着が見られるが、視界の妨げとならない。
　×：レンズ部分に豚脂が付着し、視界が不良である。
【００６２】
　防曇性及び防汚性の評価結果について、以下の表１に示す。
【表１】

【００６３】
　なお、２０１７年８月１日に出願された日本国特許出願第２０１７－１４９２１９号の
全内容が、参照により、本明細書に組み込まれる。
【産業上の利用可能性】
【００６４】
　上記態様によれば、防曇性や防汚性に優れた内視鏡用フードを提供することができる。
【符号の説明】
【００６５】
１…内視鏡用フード
２…外装部
３…円盤部
４…先端部
５…装着部
６…鉗子口
７…送水口
１００…内視鏡
１００Ｅ…内視鏡の挿入側端部
ａ…先端部の長さ
ｂ…装着部の長さ
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ｃ…先端部の厚み
ｄ…装着部の厚み
ｅ…円盤部の厚み
ｆ…外装部の内径

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【手続補正書】
【提出日】令和1年10月3日(2019.10.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の挿入側端部に装着される内視鏡用フードであって、
　筒形状の外装部と、
　前記外装部の内側面に接して設けられた円盤部とを具備しており、
　前記外装部及び前記円盤部は、一体に又は各々別々に成形されており、
　少なくとも前記円盤部はハイドロゲル製であり、
　前記外装部の厚みは、０.１～１.０ｍｍであり、
　前記円盤部の厚みは、０.０１～０.５ｍｍであることを特徴とする内視鏡用フード。
【請求項２】
　前記外装部及び前記円盤部は、同一の素材によって形成されていることを特徴とする請
求項１に記載の内視鏡用フード。
【請求項３】
　前記外装部の含水率及び前記円盤部の含水率は、それぞれ２０～７０重量％であること
を特徴とする請求項１又は２に記載の内視鏡用フード。
【請求項４】
　前記外装部及び前記円盤部は、各々別々に成形されており、
　前記外装部及び前記円盤部は、各々異なる素材によって形成されていることを特徴とす
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る請求項１に記載の内視鏡用フード。
【請求項５】
　前記外装部及び前記円盤部は、各々別々に成形されており、
　前記外装部の含水率は、２０～７０重量％であり、
　前記円盤部の含水率は、前記外装部の含水率よりも大きいことを特徴とする請求項１又
は４に記載の内視鏡用フード。
【請求項６】
　前記ハイドロゲルは、モノマーを共重合させて得られたポリマーを水和膨潤させること
で得られることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の内視鏡用フード。
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外部链接 Espacenet

摘要(译)

提供一种即使长时间使用也具有优异的防雾性和防污性的内窥镜罩。 内
窥镜罩（1）构成为安装于内窥镜（100）的插入侧端（100E），具有大
致圆筒状的外部（2）和外部（2）。 ）和与外表面（2）的内表面接触
的盘部分（3）。
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